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Jun 26-30; Seoul (online). (Invited lecture)

2) 仁井見英樹. 感染症遺伝子検査法の開発と新型コロナウイルス感染症への対応. 第44回鹿児島県医師会臨床検査

精度管理調査研修会; 2022 Mar 19; オンライン. （招待講演） 
3) 仁井見英樹. 「菌数」を感染症の新規バイオマーカーとする 新たな起炎菌迅速同定・定量検査法：Tm mapping法. 

日本薬学会第142年会; 2022 Mar 25-28; オンライン. （招待講演） 
4) 仁井見英樹. 感染症の新規バイオマーカーとしての 「菌数」の有用性について. 第32回日本臨床検査専門医会春季

大会; 2022 May 20-21; 鹿児島. （招待講演） 
5) 仁井見英樹. 富山大医工連携体制による抗SARS-CoV-2 スーパー中和抗体の作出. 第19回日本免疫治療学会学術集

会; 2022 May 22; 東京. 
6) 仁井見英樹. 医工連携体制による抗SARS CoV-2 スーパー中和抗体の開発および創薬. 第46回北陸臨床病理集談

会; 2022 Sep 3; 金沢. 
7) 仁井見英樹. 富山大医工連携体制による抗SARS CoV-2 スーパー中和抗体の作出. 第62回日本臨床化学会年次学術

集会; 2022 Sep 30-Oct 2; 富山. 
8) 仁井見英樹. 大学病院から見た医療とイノベーション. 第92回日本感染症学会西日本地方会学術集会; 2022 Nov 

3-5; 長崎. 
9) 西角涼音, 塩﨑真弓, 大角友紀, 内山賢子, 上野由美, 横田綾, 伊吹圭二郎, 小澤綾佳, 廣野恵, 原田健右, 村上純, 仁井

見英樹. 新生児期に心雑音を契機に発見された右冠動脈右室瘻の一例. JSS中部 第36回地方会学術集会; 2022 Jul 
24; 富山（オンライン）. 

10) 村上純, 神原悠輔, 菊地尚平, 和田暁法, 原田健右, 仁井見英樹, 佐藤勉. 凝固異常と汎血球減少を有し, イブルチニ

ブ治療後に改善をみた小リンパ球性リンパ腫. 第23回検査血液学会; 2022 Jul 30-31; 東京（オンライン）. 
11) 松永楓, 仁井見英樹, 北島勲. PS徳島検出を目的としたLAMP-FLP法の検査系構築. 第62回日本臨床化学会年次学

術集会; 2022 Sep 30-Oct 2; 富山（オンライン）. 
12) 松永楓, 仁井見英樹, 北島勲. 先天性プロトロンビン異常症（Prothrombin Himi I）のヘテロ接合性保因者に出血症

状を認めた症例について. 第62回日本臨床化学会年次学術集会; 2022 Sep 30-Oct 2; 富山（オンライン）. 
13) 大槻晋也, 宮嶋友希, 兼田磨熙杜, 長岡健太郎, 吉田莉菜子, 岩崎陽介, 原田健右, 横田綾, 山本善裕, 仁井見英樹. 当

院で分離されたMycobacterium abscessus complexの亜種と薬剤感受性の関連について. 第62回日本臨床化学会年次

学術集会; 2022 Sep 30-Oct 2; 富山（オンライン）. 
14) 片沼晶子, 梅野詳子, 橋本英奈, 横田綾, 仁井見英樹. 尿中にキサンチン結晶様成分が出現した2症例の比較. 第62回

日本臨床化学会年次学術集会; 2022 Sep 30-Oct 2; 富山（オンライン）. 
15) 杉江和茂, 澤井咲月, 富田優希, 松永楓, 関口敬文, 杉江奈々 , 森田未香, 仁井見英樹, 北島勲. 当院で分離された

Mycobacterium abscessus complexの亜種と薬剤感受性の関連について. 第62回日本臨床化学会年次学術集会; 2022 
Sep 30-Oct 2; 富山（オンライン）. 

16) 塩﨑真弓, 原田健右, 村上純, 仁井見英樹. 乳房超音波検査で胸壁腫瘍を疑ったEBウイルス関連リンパ増殖性疾患

の一例. 第69回日本臨床医学検査学会学術集会; 2022 Nov 17-20; 栃木. 
17) 山下瑞稀, 多賀由紀子, 大槻晋也, 東智輝, 阿部公香, 原田健右, 仁井見英樹. TAT解析により見えてきた当院の現状

と課題. 第69回日本臨床医学検査学会学術集会; 2022 Nov 17-20; 栃木. 
18) 東智輝, 阿部公香, 山下瑞稀, 大槻晋也, 梅野詳子, 多賀由紀子, 仁井見英樹. COVID-19ワクチン追加接種後の抗体

量の推移. 第69回日本臨床医学検査学会学術集会; 2022 Nov 17-20; 栃木. 
19) 雨野里奈子, 富山隆介, 道野淳子, 大木龍志, 前田和保, 新保智子, 関口敬文, 村上純, 仁井見英樹. 緊急時における輸
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血製剤の使用状況. 第69回日本臨床医学検査学会学術集会; 2022 Nov 17-20; 栃木. 
20) 大木龍志, 富山隆介, 雨野里奈子, 前田和保, 水島智子, 関口敬文, 道野淳子, 村上純, 仁井見英樹. 血小板輸血におけ

る使用ガイドライン遵守率と予約状況について. 第40回日本輸血・細胞治療学会北陸支部例会; 2022 Nov 19; 石川. 
最優秀演題賞.

21) 八木萌, 伊藤実香, 森田章嗣, 須田尚美, 津田さやか, 米田徳子, 中島彰俊, 米田哲. 不育症に対するヘパリン療法後

に脊椎圧迫骨折をきたした2例. 第33回富山県母性衛生学会総会・学術集会; 2022 Feb 19; 富山（オンライン）. 
22) 新居絵理, 伊藤実香, 津田さやか, 米田徳子, 塩﨑有宏, 中島彰俊, 米田哲. 抗甲状腺薬により周囲径11cmの胎児甲状

腺腫性甲状腺機能低下症を発症したと考えられる1例. 日本超音波医学会第94回学術集会; 2022 May 20-22; 名古

屋. 
23) 伊東雅美, 福田令, 山田清貴, 吉田美保子, 伊藤実香, 米田徳子, 島友子, 副田翔, 副田善勝, 中島彰俊. BRCA1/2病的

バリアント乳癌患者における妊孕性温存に関する意思決定支援についての考察. 第57回北陸生殖医学会総会・学

術講演会; 2022 May 22; 金沢. 
24) 松井望, 津田さやか, 山﨑優衣, 伊藤実香, 谷英理, 生水貫人, 新居絵理, 米田徳子, 塩﨑有宏, 中島彰俊, 米田哲. トロ

ンボモジュリンが子宮型羊水塞栓症によるDICに有効であったと思われた1例. 第50回北陸産科婦人科学会総会・

学術講演会; 2022 Jun 11-12; 福井（オンライン）. 
25) 米田徳子, 諌山哲哉, 中村友彦, 齋藤滋. 日本とカナダの周産期専門医と早産児の両親の情報交換から得られた, 早

産児の予後改善のための優先研究課題. 第58回日本周産期・新生児医学会学術集会; 2022 Jul 10-12; 横浜. 
26) 八木萌, 米田徳子, 竹内麻優子, 須田尚美, 猪又智実, 川崎裕香子, 森田章嗣, 津田さやか, 伊藤実香, 塩﨑有宏, 中島

彰俊, 吉田丈俊, 米田哲. 妊娠29週, 先天性横隔膜ヘルニア, TTTSのため一児死亡となった一絨毛膜二羊膜双胎の

一例. 第58回日本周産期・新生児医学会学術集会; 2022 Jul 10-12; 横浜. 
27) 米田徳子, 齋藤滋. 日本とカナダにおける早産の周産期アプローチの比較〜それそれの強みから見えてきた, 早産

のケアの向上と研究の優先課題〜. 第74回日本産科婦人科学会学術講演会; 2022 Aug 5-7; 福岡. 
28) 新居絵理, 米田徳子, 山崎優衣, 眞島拓也, 津田 さやか, 伊藤実香, 塩﨑有宏, 中島彰俊, 米田哲. ART妊娠は産後の異

常出血のリスク因子となる可能性がある. 第74回日本産科婦人科学会学術講演会; 2022 Aug 5-7; 福岡. 
29) 伊東雅美, 福田令, 伊藤実香, 松井恒志, 仁井見英樹, 藤井努, 中島彰俊. BRCA1/2病的バリアント乳癌患者における

妊孕性温存に関する意思決定支援についての考察. 第19回日本乳癌学会中部地方会; 2022 Sep 3-4; 名古屋（オン

ライン）. 
30) 谷英理, 生水貫人, 津田さやか, 松井望, 新居絵理ノエル, 伊藤実香, 米田徳子, 塩﨑有宏, 中島彰俊, 米田哲. 

Metamycoplasma hominisを起炎菌とする帝王切開術後骨盤内膿瘍の2例. 第69回北日本産科婦人科学会総会・学術

講演会; 2022 Oct 15-16; 盛岡（オンライン）. 
31) 伊藤実香, 福田令, 川口美保子, 津田さやか, 米田徳子, 塩﨑有宏, 米田哲, 中島彰俊, 仁井見英樹. 均衡型転座保因者

とその同胞への対応について考える. 第8回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演会; 2022 Oct 29-30; 新潟. 
32) 吉田丈俊, 奥野貴士, 上野康尚, 大西健仁, 田口律代, 二谷武, 田村賢太郎, 松村健太, 仁井見英樹. 絨毛膜羊膜炎の原

因菌が早産児に与える影響. 第125回日本小児科学会; 2022 Apr 15-17; 郡山. 
33) 加藤理子, 田村賢太郎, 生水貫人, 長岡貢秀, 猪又智実, 川崎裕香子, 牧本優美, 吉田丈俊. NICUに入院した正期産児

の低Na血症のリスク因子の検討. 第125回日本小児科学会; 2022 Apr 15-17; 郡山. 
34) 今村芽依, 長岡貢秀, 田村賢太郎, 伊吹圭二郎, 久保雄大, 坂井知英, 福島優, 寺下新太郎, 猪又智実, 川崎裕香子, 吉

田丈俊. 乳児期に末期腎不全に至った先天性腎尿路異常. 第335回日本小児科学会北陸地方会; 2022 Jun 12; 福井. 
35) 吉田丈俊, 猪又智実, 長岡貢秀, 田村賢太郎, 川崎裕香子, 牧本優美. 出産経験と分娩様式が及ぼす対児愛着形成 (ボ

ンディング) への影響. 第58回周産期新生児学会; 2022 Jul 10-12; 横浜. 
36) 吉田丈俊, 奥野貴士, 上野康尚, 大西健仁, 田口律代, 二谷武, 田村賢太郎. 絨毛膜羊膜炎の原因菌と早産児の感染・

炎症マーカーとの関連性. 第58回周産期新生児学会; 2022 Jul 10-12; 横浜. 
37) 川崎裕香子, 長岡貢秀, 猪又智実, 田村賢太郎, 牧本優美, 吉田丈俊. 未熟児網膜症に対して抗VEGF療法を行った早

産児の3歳時の視力・神経予後. 第58回周産期新生児学会; 2022 Jul 10-12; 横浜. 
38) 中村健太郎, 田村賢太郎, 長岡貢秀, 猪又智実, 川崎裕香子, 牧本優美, 吉田丈俊. 双胎間輸血症候群受血児に発症し

た左室心筋緻密化障害. 第58回周産期新生児学会; 2022 Jul 10-12; 横浜. 
39) 竹内麻優子, 川崎裕香子, 長岡貢秀, 田村賢太郎, 猪又智実, 牧本優美, 吉田丈俊. 先天性腸閉鎖症術後の胆汁うっ滞

に関する検討. 第58回周産期新生児学会; 2022 Jul 10-12; 横浜. 
40) 八木萌, 米田徳子, 竹内麻優子, 須田尚美, 猪又智実, 川崎裕香子, 森田章嗣, 津田さやか, 伊藤実香, 塩﨑有宏, 中島
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彰俊, 吉田丈俊, 米田哲. 妊娠29週, 先天性横隔膜ヘルニア, TTTSのため一児死亡となった一絨毛膜二羊膜双胎の

一例. 第58回周産期新生児学会; 2022 Jul 10-12; 横浜. 
41) 小澤綾佳, 坪井香緒里, 寳田真也, 岡部真子, 宮尾成明, 仲岡英幸, 伊吹圭二郎, 廣野恵一, 吉田丈俊, 阿部忠朗. 双胎

間輸血症候群(TTTS)の受血児に合併する心筋症の特徴. 第58回日本小児循環器学会総会・学術集会; 2022 Jul 21-
23; 札幌. 

42) 田村賢太郎, 長岡貢秀, 猪又智実, 川﨑裕香子, 吉田丈俊, 仁井見英樹. 敗血症起炎菌迅速同定システムTm mapping
法の血液以外の検体への応用. 第54回日本小児感染症学会; 2022 Nov 5-6; 福岡. 

43) 猪又智実, 川﨑裕香子, 田村賢太郎, 吉田丈俊. 母体への硫酸マグネシウム製剤の長期投与が児の生後早期のカリ

ウム値に与える影響. 第66回日本新生児成育医学会学術集会; 2022 Nov 24-26; 横浜. 
44) 和田優子, 猪又智実, 川﨑裕香子, 田村賢太郎, 吉田丈俊. 母体への硫酸マグネシウム投与と早産児の副甲状腺ホル

モン分泌に関する検討. 第66回日本新生児成育医学会学術集会; 2022 Nov 24-26; 横浜. 
45) 中村健太郎, 川﨑裕香子, 猪又智実, 田村賢太郎, 吉田丈俊. FreeStyle リブレを用いた持続血糖モニタリングで

MRSA 皮下膿瘍を形成した新生児例. 第66回日本新生児成育医学会学術集会; 2022 Nov 24-26; 横浜. 
46) 尾山貴章, 田村賢太郎, 猪又智実, 川﨑裕香子, 吉田丈俊. 短腸症候群を発症した複雑型腹壁破裂 -最適な分娩時期

に関する考案-. 第66回日本新生児成育医学会学術集会; 2022 Nov 24-26; 横浜. 
47) 伊吹圭二郎, 宮尾成明, 仲岡英幸, 小澤綾佳, 廣野恵一. シャント閉塞に対する緊急ステント留置術時にガイドエク

ステンションカテーテルが有用だった両大血管右室起始の一例. 第32回日本先天性心疾患インターベンション学

会学術集会; 2022 Jan 20; オンライン. 
48) 小澤綾佳, 坪井香緒里, 寳田真也, 岡部真子, 宮尾成明, 仲岡英幸, 伊吹圭二郎, 廣野恵一, 市田蕗子. 心筋緻密化障害

は胎児期の後期にかけて完成する. 第26回日本胎児心臓病学会学術集会; 2022 Feb 18-19; 松本. 
49) 坂井知英, 宮尾成明, 仲岡英幸, 伊吹圭二郎, 小澤綾佳, 廣野恵一, 足立雄一, 山田恵子. 心房粗動による頻脈誘発性

心筋症に対して集中治療管理を要した乳児例. 第334回日本小児科学会北陸地方会; 2022 Mar 3; オンライン. 
50) 加畑映理子, 藤田修平, 畑崎喜芳, 廣野恵一, 芳村直樹. 内科検診で頻脈を指摘され診断に至った持続性心室頻拍を

伴う心臓線維腫の1例. 第334回日本小児科学会北陸地方会; 2022 Mar 3; オンライン. 
51) 東田昭彦, 元野壮, 青木正哉, 芳村直樹, 宮尾成明, 仲岡英幸, 伊吹圭二郎, 小澤綾佳, 廣野恵一, 岩崎秀紀, 中村太地. 

高度総動脈幹弁逆流を伴った総動脈幹症の1例. 第334回日本小児科学会北陸地方会; 2022 Mar 3; オンライン. 
52) 廣野恵一, 坪井香緒里, 寳田真也, 宮尾成明, 仲岡英幸, 伊吹圭二郎, 小澤綾佳. 心筋緻密化障害患者における血栓塞

栓症の有病率とリスク因子の解明. 第125回日本小児科学会; 2022 Apr 15-17; 郡山. 
53) 西橋祐樹, 西山真未, 坪井香緒里, 寳田真也, 岡部真子, 宮尾成明, 仲岡英幸, 伊吹圭二郎, 小澤綾佳, 廣野恵一. 当院

における川崎病急性期3rd lineインフリキシマブ治療に関する有効性の検討. 第335回日本小児科学会北陸地方会; 
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（ハイブリッド）. （招待講演） 
106) 牧野輝彦. エキシマレーザー XTRAC®で広がる難治性皮膚疾患に対する治療戦略. 第86回日本皮膚科学会東京支

部学術大会; 2022 Nov 19; 東京（ハイブリッド）. （招待講演） アフタヌーンセミナー4 だから私は, エキシマレー

ザー 〜治療の実際〜

107) 森修一, 古川史奈, 牧野輝彦, 清水忠道. 多型紅斑を呈した血管免疫芽球性T細胞リンパ腫の1例. 第86回日本皮膚科

学会東京支部学術大会; 2022 Nov 19-20; 東京（ハイブリッド）. 
108) 北山祥平, 虎井僚太郎, 古川史奈, 林政雄, 牧野輝彦, 三澤恵, 清水忠道. 共焦点レーザー顕微鏡を用いたfluorescence 

overlay antigen mappingによる抗p200類天疱瘡の解析. 日本皮膚科学会北陸地方会第476回例会; 2022 Dec 11; 富山. 
109) 竹本景太, 牧野輝彦, 清水忠道. ジアフェニルスルホン(DDS)で治療した顔面肉芽腫の1例. 日本皮膚科学会北陸地

方会第476回例会; 2022 Dec 11; 富山. 
110) 大嶋都, 牧野輝彦, 要藤歩美, 竹本景太, 虎井僚太郎, 林政雄, 井波智恵子, 清水忠道. 放射線単独療法を施行した超

高齢者頭部血管肉腫. 日本皮膚科学会北陸地方会第476回例会; 2022 Dec 11; 富山. 
111) 北山祥平, 虎井僚太郎, 古川史奈, 林政雄, 牧野輝彦, 清水忠道. 共焦点レーザー顕微鏡を用いた多重蛍光染色法に

より自己抗原をⅦ型コラーゲンと同定した線状IgA病. 第52回日本皮膚免疫アレルギー学会学術大会; 2022 Dec 
16-18; 名古屋（ハイブリッド）. 

112) 大井祐太朗, 舘野宏彦, 髙倉大匡, 藤坂実千郎, 將積日出夫. 咬傷後早期に摘出できた外耳道マダニ咬傷の一例. 北
陸耳鼻咽喉科緩和ケア・感染症研究会（第31回北陸耳鼻咽喉科感染症研究会）; 2022 Apr 9; 富山（オンライン）. 

113) 大井祐太朗, 舘野宏彦, 髙倉大匡, 藤坂実千郎, 將積日出夫. 外耳道マダニ咬傷の1例. 第84回耳鼻咽喉科臨床学会; 
2022 Jul 8-9; 広島. 

114) 舘野宏彦, 淵澤千春, 柚木達也, 藤坂実千郎, 高倉大匡, 將積日出夫. 超音波骨削開機器支援下経鼻的弁縫合涙嚢鼻

腔吻合術（eFSUS-DCR）の有用性の検討. 第61回日本鼻科学会; 2022 Oct 13-14; 金沢. 
115) 関有里沙, 笹林大樹, 石黒幹也, 湯浅悠介, 古市厚志, 高橋努, 鈴木道雄. 性別違和感を契機に食事摂取量低下を呈し

た性同一性障害疑いの1例. 第199回北陸精神神経学会; 2022 Mar 13; 福井（オンライン）. 
116) 兒玉竜太朗, 松下有希子, 笹林大樹, 樋口悠子, 仲間佳子, 小林春子, 中島英, 立野貴大, 古市厚志, 高橋努, 鈴木道雄. 

複雑分発作を伴うBehavioral Variant of Alzheimer Disease が疑われた1例. 第199回北陸精神神経学会; 2022 Mar 13; 
福井（オンライン）. 

117) 古市厚志, 赤崎有紀子, 橋本伊佐也, 平野勝久, 朴木久恵, 高橋努, 篠島佑子, 佐々木利佳, 吉田雅, 服部憲明, 藤井努, 
戸邉一之, 鈴木道雄. 集学的肥満症治療を行った統合失調症の2例. 第16回日本統合失調症学会; 2022 Mar 20-21; 東
京（オンライン）. 

118) 高橋努, 笹林大樹, 高柳陽一郎, 樋口悠子, 水上祐子,赤崎由紀子, 西山志満子,古市厚志, Pham Tien, 小林春子, 野口

京, 鈴木道雄. 統合失調症および精神病発症危険状態において松果体形態が臨床特徴に及ぼす影響. 第16回日本統

合失調症学会; 2022 Mar 20-21; 東京（オンライン）. 
119) 結城竜起, 坂本和巳, 仲間佳子, 上野摩耶, 古市厚志, 高橋努, 鈴木道雄. 新型コロナウイルスワクチン接種に関連し

て発症したうつ状態からレビー小体病が疑われた一例. 第200回北陸精神神経学会; 2022 Sep 4; 金沢. 精神神経学

雑誌投稿奨励賞（地方会報告部門）

120) 高橋努, 笹林大樹, 高柳陽一郎, 古市厚志, 小林春子, 野口京, 鈴木道雄. DeficitおよびNon-deficit統合失調症における

ヘシュル回重複パターンの差異. BPCNPNPPP4学会合同年会; 2022 Nov 4-6; 東京. 
121) 小林春子*, 笹林大樹, 高橋努, 古市厚志, 木戸幹雄, 高柳陽一郎, 野口京, 鈴木道雄. 初回エピソード統合失調症にお

けるgray-white contrastの縦断変化. BPCNPNPPP4学会合同年会; 2022 Nov 4-6; 東京. 
122) 笹林大樹, 高橋努, 石戸憩, 白井秀昂, 高柳陽一郎, 根本清貴, 上野摩耶, 古市厚志, 小林春子, 野口京, 鈴木道雄. 統合

失調症および妄想性障害におけるdefault mode networkに関連した安静時機能的結合の変化. BPCNPNPPP4学会合

同年会; 2022 Nov 4-6; 東京. 
123) 古市厚志, 上野摩耶, 鮫島梓, 中田翔太郎, 鈴木道雄. 自殺企図に至った思春期性別違和の一例. 第25回精神保健・
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予防学会学術集会; 2022 Nov 12-13; 京都（ハイブリッド）. 
124) 笹林大樹, 高柳陽一郎, 高橋努, 古市厚志, 小林春子, 湯浅悠介, 野口京, 鈴木道雄. 初回エピソード統合失調症にお

ける脳表形態特徴とその後の再燃との関連. 第25回精神保健・予防学会学術集会; 2022 Nov 12-13; 京都（オンラ

イン）. 
125) 高橋努, 笹林大樹, 高柳陽一郎, 樋口悠子, 水上祐子, 西山志満子, 古市厚志, 小林春子, 湯浅悠介, 野口京, 鈴木道雄. 

精神症発症危険状態および統合失調症におけるヘシュル回重複パターンの特徴. 第25回精神保健・予防学会学術

集会; 2022 Nov 12-13; 京都（オンライン）. 
126) 福田令. 市民公開講座. 遺伝カウンセリング・認定遺伝カウンセラーって何？ . 第29回日本遺伝子診療学会大会; 

2022 Jul 15-16; 金沢（ハイブリット）. 
127) 福田令. 臨床遺伝専門職の立場から. 第29回日本遺伝子診療学会大会; 2022 Jul 15-16; 金沢（ハイブリット）. 

◆	 その他

1) 仁井見英樹. 新型コロナウイルス中和抗体作出プロジェクトについて. フォーラム富山「創薬」55th研究会; 2022 
May 26; 富山. （招待講演）

2) 仁井見英樹. 医薬品製造品質管理における 迅速無菌検査法の開発. フォーラム富山「創薬」第56回研究会; 2022 
Nov 8; 富山. （招待講演）

3) 熊川亜衣奈, 塩﨑真弓, 小林七海, 内山賢子, 上野由美, 横田綾, 原田健右, 村上純, 仁井見英樹. 当院における下肢静

脈超音波検査での緊急異常値の運用体制. 第46回北陸臨床病理集談会; 2022 Sep 3; 福井. 
4) 澤井咲月, 富田優希, 関口敬文, 杉江和茂, 森田未香, 横田綾, 仁井見英樹. 全自動血液培養装置バクテアラート

VIRTUOとバクテアラート3Dの比較検討. 第46回北陸臨床病理集談会; 2022 Sep 3; 福井. 
5) 雨野里奈子, 富山隆介, 道野淳子, 関口敬文, 大木龍志, 前田和保, 新保智子, 横田綾, 村上純, 原田健右, 仁井見英樹. 

緊急輸血の実態調査. 第46回北陸臨床病理集談会; 2022 Sep 3; 福井. 
6) 米田徳子, 伊藤実香, 福田令, 寺西穂波, 新居絵理, 津田さやか, 塩﨑有宏, 米田哲, 中島彰俊, 仁井見英樹. 産後に大

動脈解離をきたし遺伝カウンセリングと遺伝子検査をおこなったマルファン症候群の一例. 第42回北陸臨床遺伝

研究会; 2022 Feb 27; 金沢（オンライン）. 
7) 伊藤実香, 福田令, 川口美保子, 津田さやか, 米田徳子, 塩﨑有宏, 米田哲, 中島彰俊, 仁井見英樹. マイクロアレイ検

査を追加依頼した過剰マーカー染色体の一例. 第42回北陸臨床遺伝研究会; 2022 Feb 27; 金沢（オンライン）. 
8) 福田令, 伊藤実香, 吉田丈俊, 牧野輝彦, 藤坂実千郎, 八木邦公, 米田徳子, 廣野恵一, 松井恒志, 安藤孝将, 中島彰俊, 

古市厚志, 仁井見英樹. 当院における遺伝子診療部の実績と今後の課題. 第42回北陸臨床遺伝研究会; 2022 Feb 27; 
金沢（オンライン）. 

9) 新居絵理, 米田徳子, 津田さやか, 伊藤実香, 塩﨑有宏, 中島彰俊, 米田哲. ART妊娠は産後の異常出血のリスク因子

となる可能性がある. 第7回中日本産婦人科セミナー ; 2022 Oct 1-2; 松江. 
10) 廣野恵一, 今中恭子, 松裏裕行. 小児循環器領域における慢性心筋炎. 第8回心筋症研究会; 2022 Mar 14; 高知. 
11) 伊吹圭二郎, 寳田真也, 岡部真子, 仲岡英幸, 小澤綾佳, 廣野恵一, 東田昭彦, 青木正哉, 芳村直樹. 動脈管ステント留

置術により外科的手術を回避した多臓器合併症を伴うprune belly症候群の新生児例. 第50回北陸小児循環器研究

会; 2022 Sep 10; 金沢. 
12) 青木正哉, 東田昭彦, 芳村直樹, 寳田真也, 岡部真子, 仲岡英幸, 伊吹圭二郎, 小澤綾佳, 廣野恵一. 治療方針の決定に

苦慮した低出生体重児の総肺静脈還流異常. 第50回北陸小児循環器研究会; 2022 Sep 10; 金沢. 
13) 岡部真子, 伊吹圭二郎, 寳田真也, 仲岡英幸, 小澤綾佳, 廣野恵一. G0S2はlncRNA HSD11B1-AS1を介して川崎病に

おける自然免疫を調整する. 2022年度富山大学杉谷地区研究発表会; 2022 Nov 1; 富山. 
14) 廣野恵一, 岡部真子, 寳田真也, 仲岡英幸, 伊吹圭二郎, 小澤綾佳. CAWSマウスモデルを用いた川崎病血管炎にお

ける血管微小粒子の役割の解明. 川崎病勉強会2022; 2022 Nov 19; 東京. 
15) 岡部真子, 伊吹圭二郎, 寳田真也, 仲岡英幸, 小澤綾佳, 廣野恵一. 川崎病におけるロングノンコーディングRNAと

の関連の解析. 第15回北陸川崎病研究会; 2022 Dec 3; 金沢. 
16) 伊吹圭二郎, 岡部真子, 寳田真也, 仲岡英幸, 小澤綾佳, 廣野恵一. 下心臓型総肺静脈還流異常の垂直静脈-静脈管流

入部狭窄に対してステント留置を行った1690gの早産児例. 第9回Informal JCIC関東甲信越; 2022 Dec 10; 群馬. 
17) 牧野輝彦. 難治性皮膚潰瘍に対する治療戦略. 第70回地域連携Webセミナー ; 2022 Jan 27; 富山（オンライン）. （招

待講演）

18) 牧野輝彦, 満間照之. AD治療におけるPatients Satisfaction〜最適な治療を目指して〜. Lilly Dermatology Symposium 
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In Tokyo; 2022 Feb 26; 東京（オンライン）. （招待講演）

19) 牧野輝彦, 満間照之. 乾癬の皮疹と関節炎の臨床症状に応じた治療を考える. Lilly Dermatology Symposium In 
Tokyo; 2022 Feb 26; 東京（オンライン）. （招待講演）

20) 牧野輝彦. アトピー性皮膚炎の新しい治療を知ろう. 富山アレルギー疾患講演会（第28回アレルギー週間記念行

事）; 2022 Mar 17; 富山（オンライン）. （招待講演）

21) 牧野輝彦. アトピー性皮膚炎の治療戦略 〜富山大学皮膚科におけるデュピルマブの使用経験より〜. 第一回滋賀

県皮膚科医会　Type2炎症性皮膚疾患セミナー ; 2022 Mar 19; 滋賀（オンライン）. （招待講演）

22) 牧野輝彦, 浅野諒子, 奥村麻衣子, 平田昌義. SLE治療におけるアニフロルマブの適正使用について. SLE Expert 
Area Meeting in Toyama; 2022 Mar 23; 富山（オンライン）. （招待講演）

23) 牧野輝彦. 地域連携を活かした 乾癬・掌蹠膿疱症診療. 診療科連携 web seminar 〜PsA/PPP〜; 2022 Mar 25; 鹿児島

（オンライン）. （招待講演）

24) 牧野輝彦. アトピー性皮膚炎の治療戦略 〜富山大学皮膚科におけるデュピルマブ使用経験より〜. アトピー性皮

膚炎治療webセミナー ; 2022 May 24; 富山（オンライン）. （招待講演）

25) 牧野輝彦. アトピー性皮膚炎治療UPDATE. これからのアトピー性皮膚炎診療を考える会; 2022 May 31; 新潟（オ

ンライン）. （招待講演）

26) 牧野輝彦. 地域連携を活かした 乾癬・掌蹠膿疱症診療. 掌蹠膿疱症皮膚科歯科連携Webセミナー in 福島; 2022 Jun 
27; 福島（オンライン）. （招待講演）

27) 牧野輝彦, 金子哲治, 菊池信之. 掌蹠膿疱症における皮膚科・歯科連携について. 掌蹠膿疱症皮膚科歯科連携Web
セミナー in 福島; 2022 Jun 27; 福島（オンライン）. （招待講演）

28) 牧野輝彦. 乾癬治療 UPDATE. 乾癬地域連携セミナー ; 2022 Jul 2; 高山（ハイブリッド）. （招待講演）

29) 牧野輝彦. アトピー性皮膚炎の治療戦略 〜富山大学皮膚科におけるデュピルマブの使用経験より〜. アトピー性

皮膚炎UP TO DATE; 2022 Jul 22; 金沢（ハイブリッド）. （招待講演）

30) 牧野輝彦. 乾癬の病態と治療の最新知見 〜地域で考えるこれからの乾癬診療〜. Internet Live Seminar 北陸; 2022 
Sep 1; 富山（オンライン）. （招待講演）

31) 牧野輝彦. アトピー・感染症の病態と治療. 富山小児三木会; 2022 Sep 15; 富山. （招待講演）

32) 牧野輝彦. 地域連携を活かした乾癬・掌蹠膿疱症診療. Psoriasis Web seminar; 2022 Sep 29; 京都（オンライン）. （招

待講演）

33) 牧野輝彦, 荒川幸保, 奥沢康太郎, 曽我富士子. ここで解決!?PsO/PPP診療の疑問. Psoriasis Web seminar; 2022 Sep 29; 
京都（オンライン）. （招待講演）

34) 牧野輝彦. アトピー性皮膚炎とかゆみ. 上越皮膚学術講演会; 2022 Oct 1; 新潟（ハイブリッド）. （招待講演）

35) 牧野輝彦. アトピー性皮膚炎へのJAK阻害薬の可能性. 上越Dermatology Special Lecture; 2022 Oct 15; 上越（ハイブ

リッド）. （招待講演）

36) 牧野輝彦. 医療連携をいかした掌蹠膿疱症診療. 青森県掌蹠膿疱症医療連携セミナー ; 2022 Nov 2; 青森（オンラ

イン）. （招待講演）

37) 牧野輝彦. アトピー性皮膚炎とかゆみ. 第20回能登の皮膚科医会; 2022 Nov 18; 石川（ハイブリッド）. （招待講演）

38) 牧野輝彦. 地域連携を活かした乾癬・掌蹠膿疱症診療. 地域医療を考える会in金沢; 2022 Nov 22; 金沢（オンライ

ン）. （招待講演）

39) 牧野輝彦, 竹田公信. これからの乾癬・掌蹠膿疱症治療を考える. 地域医療を考える会in金沢; 2022 Nov 22; 金沢（オ

ンライン）. （招待講演）

40) 牧野輝彦. 最新のAD治療トピックス. アトピー性皮膚炎治療を考える会; 2022 Dec 6; 富山. （招待講演）

41) 古市厚志. 精神科リエゾンチームで経験した症例. 北陸リエゾンカンファレンス富山地方会; 2022 Mar 17; オンラ

イン. （招待講演）

42) 笹林大樹, 高橋努, 高柳陽一郎, 根本清貴, 上野摩耶, 古市厚志, 樋口悠子, 水上祐子, 小林春子, 湯浅悠介, 野口京,  
鈴木道雄. 統合失調症およびAt-risk mental stateにおけるdefault mode networkに関連した安静時機能的結合性の増

加. 24th RCIBS seminar; 2022 Sep 26; 富山. 
43) 小林春子*, 笹林大樹, 高橋努, 古市厚志, 木戸幹雄, 高柳陽一郎, 野口京, 鈴木道雄. 初回エピソード統合失調症にお

けるgray-white matter contrastの変化と認知機能障害との関連. 24th RCIBS seminar; 2022 Sep 26; 富山. 
44) 古市厚志. 抑肝散を使用した精神疾患の2症例. 富山大学漢方研究会 第4回学術講演会; 2022 Oct 14; 富山. （招待講

演）
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45) 笹林大樹, 鳥越美沙子, 金子直史, 結城竜起, 小林春子, 古市厚志, 高橋努, 鈴木道雄. せん妄が重畳した嗜銀顆粒性

認知症を疑われた一例. 第89回デメンシアカンファレンス; 2022 Oct 25; 富山（オンライン）. 
46) 高橋努, 笹林大樹, 高柳陽一郎, 樋口悠子, 水上祐子, 西山志満子, 古市厚志, 小林春子, 湯浅悠介, 野口京, 鈴木道雄. 

精神症ハイリスク群および統合失調症におけるヘシュル回重複パターン. 2022年度富山大学杉谷地区研究発表

会; 2022 Nov 15; 富山. 
47) 伊藤実香. プレコンセプションケア〜未来のママが今からできること〜. 富山県女性健康相談センター /富山県不

妊専門相談センター不妊相談及び女性健康相談スキル向上研修会; 2022 Jan 21; 富山.
48) 米田徳子. 「マミートラック」どう考える　この人に聞きたい. 北日本新聞 7面. 2022 May 2. 
49) 伊藤実香. 出生前診断. 富山県女性健康相談センター /富山県不妊専門相談センター不妊相談及び女性健康相談ス

キル向上研修会; 2022 Jun 28; 富山.
50) 米田徳子. 大切な命（生）と性. 思春期の心と体の健康. 新庄中学校; 2022 Nov 20; 富山.
51) 牧野輝彦. 乾癬と自己炎症性疾患 -疾患の特徴と医療連携-. ノバルティスファーマ株式会社　社内研修会; 2022 

Apr 22; 富山（オンライン）.
52) 牧野輝彦. アトピー性皮膚炎の治療戦略. サノフィ医薬情報担当者向け社会勉強会; 2022 Oct 11; 富山.
53) 福田令. がんと遺伝. 2022年度看護部院内研修　専門セミナー . 富山大学附属病院; 2022 Jun 16; 富山.
54) 福田令. MSI-High患者さんへの説明と遺伝カウンセリング. MSI-High Seminar. 富山国際会議場; 2022 Jul 8; 富山

（オンライン）.
55) 福田令. 第1回北陸における遺伝医療の実際. 金沢医科大学病院 臨床ゲノム医療勉強会; 2022 Aug 24; オンライン.
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